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747市の議員定数状況

減員状況

※注　全国806市のうち合併特例法を適用している59市を除く

612市が法定上限数未満（81.9％）612市が法定上限数未満（81.9％）612市が法定上限数未満（81.9％）

135市が法定上限数（18.1％）

法定上限数合計（747市）
23,984人（100％）

4,184人（17.4％）4,184人（17.4％）4,184人（17.4％）

19,800人（82.6％）条例定数合計（747市）
法定上限数による135市　　4,200人
法定上限数未満の612市　　15,600人

減員数減員数減員数

本
会
各
委
員
会
の
活
動
が
７
月

２３
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
建
設
運
輸

委
員
会
が
２３
日
、
地
方
財
政
委
員

会
が
２４
日
、
社
会
文
教
委
員
会
が

２７
日
、
そ
れ
ぞ
れ
会
議
を
開
き
、

所
管
事
項
に
関
す
る
要
望
を
ま
と

め
た
�
要
望
事
項
は
２
面
掲
載
。

３
委
員
会
の
要
望
は
７
月
１５
日

開
催
の
本
会
理
事
会
で
、
各
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
た
要
望
項
目
�
本

紙
第
１
７
３
１
号
掲
載
�
か
ら
な

る
。
理
事
会
が
各
委
員
会
へ
付
託

し
た
要
望
項
目
は
、
本
会
定
期
総

会
（
５
月
２７
日
開
催
）
で
議
決
さ

れ
た
会
長
提
出
決
議
、
各
部
会
提

出
の
決
議
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
要
望
に
は
、
前
年
度

に
活
動
し
た
委
員
会
が
申
し
送
っ

た
「
引
き
続
き
要
望
す
べ
き
項

目
」
を
加
味
し
た
ほ
か
、
昨
今
の

自
治
体
が
抱
え
る
課
題
も
盛
り
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
解
決
を

果
た
す
べ
き
施
策
を
提
起
し
た
。

３
委
員
会
で
は
、
取
り
ま
と
め

た
要
望
の
実
現
を
図
る
た
め
、
関

係
各
方
面
に
対
し
実
行
運
動
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
特
に
正
副
委
員

長
は
会
議
終
了
後
、
政
府
関
係
者

の
も
と
を
訪
ね
、
要
望
の
実
現
に

対
す
る
配
慮
を
求
め
た
。

ま
た
、
地
財
委
で
は
、
議
長
交

代
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副

委
員
長
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、

後
任
に
松
岡
兵
衛
・
熊
谷
市
議
会

議
長
が
就
任
し
た
。

な
お
、
各
委
員
会
で
は
所
管
分

野
へ
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
関

係
省
庁
か
ら
講
師
を
招
き
、
諸
課

題
に
関
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

（
講
師
説
明
の
概
要
は
今
後
、
本

紙
で
随
時
紹
介
し
て
い
く
予
定
）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
こ
の

ほ
ど
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す

る
調
査
結
果
」
を
ま
と
め
た
。
調

査
の
対
象
は
平
成
２０
年
１２
月
３１
日

現
在
の
全
国
８
０
６
市
（
東
京
２３

特
別
区
含
む
）。

調
査
に
よ
る
と
、
１２
月
末
現
在

で
全
国
８
０
６
市
の
議
会
に
所
属

す
る
議
員
の
実
数
は
２
万
１
８
４

２
人
で
、
平
均
す
る
と
１
市
あ
た

り
２７
・
１
人
と
な
る
。
前
年
の
調

査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
市
数
は

同
じ
だ
が
、
議
員
実
数
は
３
４
１

人
減
り
、
１
市
あ
た
り
平
均
０
・

４
人
の
減
と
な
っ
た
。

次
に
、
各
市
議
会
の
議
員
定
数

の
状
況
を
み
て
み
る
。
こ
の
調
査

で
は
、
本
来
の
姿
に
近
い
議
員
定

数
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
合

併
特
例
法
を
適
用
し
て
い
る
５９
市

を
除
い
た
７
４
７
市
を
対
象
と
し

た
�
上
グ
ラ
フ
。

７
４
７
市
の
う
ち
、
議
員
定
数

を
減
員
し
て
自
治
法
第
９１
条
に
よ

る
法
定
上
限
数
未
満
と
し
て
い
る

の
は
６
１
２
市
で
８１
・
９
％
を
占

め
る
。
こ
れ
に
伴
う
減
員
総
数
は

４
１
８
４
人
で
、
平
均
す
る
と
１

市
あ
た
り
６
・
８
人
を
減
員
し
て

い
る
。

ま
た
、
７
４
７
市
の
法
定
上
限

数
２
万
３
９
８
４
人
に
占
め
る
減

員
数
の
割
合
（
減
員
率
）
は
１７
・

４
％
と
な
っ
た
。

（
調
査
結
果
は
７
月
３１
日
に
全
市

へ
送
付
し
た
ほ
か
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
）

【
３
面
へ
続
く
】

８月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４１市
一般市 ６８３市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

議員定数８２％の市で減員
本会調査（２０年１２月３１日現在）

第1732号８月５日平成21年
（2009年）

本本
会会
委委
員員
会会
がが
活活
動動
開開
始始

要
望
ま
と
め
関
係
各
方
面
へ
実
行
運
動

建設運輸委員長
川島・牧之原市議長

地方財政委員長
岡・大洲市議長

社会文教委員長
二瓶・釧路市議長

（１） 平成２１年８月５日 第１７３２号



地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会
は
７
月
２４

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２２
年
度
地
方

税
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を

決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
地
方
交
付
税
の
増
額
と
機
能

の
強
化
�
�
地
方
交
付
税
の
増
額

�
財
源
保
障
機
能
及
び
財
政
調
整

機
能
の
強
化
�
地
方
交
付
税
の
算

定
等
を
通
じ
た
確
実
な
財
源
措
置

�
「
地
方
共
有
税
」
の
導
入
�
地

方
交
付
税
・
地
方
財
政
計
画
の
透

明
化
等
�
「
中
期
地
方
財
政
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
策
定

２
�
都
市
税
源
等
の
充
実
強
化
�

�
消
費
税
等
の
税
源
移
譲
な
ど
に

よ
る
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体

系
の
構
築
�
都
市
税
源
の
充
実
強

化
�
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

の
増
額
確
保
�
政
令
指
定
都
市
等

に
対
す
る
税
制
上
の
特
例
措
置
の

充
実
強
化
�
環
境
税
の
地
方
税
と

し
て
の
導
入
�
非
課
税
等
特
別
措

置
の
整
理
縮
小
等
�
政
治
活
動
に

関
す
る
個
人
献
金
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
の
拡
大
�
非
居
住
者
等
の

受
け
取
る
地
方
公
共
団
体
金
融
機

構
が
発
行
す
る
振
替
債
の
利
子
に

係
る
非
課
税
制
度
の
創
設
	
非
居

住
者
等
の
受
け
取
る
振
替
地
方
債

の
利
子
に
係
る
非
課
税
手
続
の
簡

素
化


地
方
税
法
の
改
正
時
期

３
�
地
方
債
資
金
の
所
要
額
の
確

保
等
�
�
地
方
債
資
金
の
所
要
額

の
確
保
�
公
債
費
負
担
対
策
の
拡

充
�
合
併
特
例
債
等
の
制
度
拡
充

�
地
方
債
の
貸
付
条
件
の
改
善

４
�
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
等
�
�
公
営
企
業
繰
出
金
の
所

要
額
確
保
等
�
地
方
公
営
企
業
に

対
す
る
財
政
措
置
の
充
実
強
化

５
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合

理
化
�
�
直
轄
事
業
負
担
金
制
度

の
抜
本
的
見
直
し
�
国
庫
補
助
負

担
金
の
削
減
�
地
方
の
自
由
度
・

裁
量
権
の
拡
大
�
同
化
・
定
着
・

定
型
化
し
て
い
る
国
庫
補
助
金
及

び
零
細
補
助
金
の
一
般
財
源
化

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
は

要
望
実
現
に
向
け
、
総
務
省
の

岡
崎
浩
巳
・
自
治
税
務
局
長
ら
に

面
談
す
る
な
ど
関
係
方
面
に
対

し
、
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
平
嶋
彰
英
・
財
政
課
長
が
「
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

向
」
、
同
省
自
治
税
務
局
の
青
木

信
之
・
企
画
課
長
が
「
地
方
税
制

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

【
平
成
２１
年
度
の
委
員
】

▽
委
員
長
�
大
洲
市

▽
副
委
員
長
�
熊
谷
市
、
宮
若
市

▽
委
員
�
稚
内
市
、
美
唄
市
、
大

船
渡
市
、
本
宮
市
、
燕
市
、
黒
部

市
、
江
東
区
、
茅
ヶ
崎
市
、
流
山

市
、
裾
野
市
、
岩
倉
市
、
和
泉
市
、

加
東
市
、
宇
陀
市
、
新
見
市
、
安

芸
高
田
市
、
観
音
寺
市
、
諫
早
市
、

玉
名
市

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会
は
７
月
２７

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
社
会
文
教
施
策
に

つ
い
て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
地
域
医
療
施
策
�
�
医
師
不

足
対
策
�
救
急
医
療
の
確
保
・
充

実
�
公
立
病
院
へ
の
財
政
措
置

２
�
保
健
衛
生
施
策
�
�
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
�
食
品
安
全

対
策
�
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
�
水
道

事
業
�
自
殺
防
止
対
策

３
�
国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）
�
�
医
療
保
険
制
度
の
一

本
化
�
財
政
基
盤
強
化
�
長
寿
医

療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）

４
�
介
護
保
険
制
度
�
�
介
護
サ

ー
ビ
ス
基
盤
整
備
�
財
政
措
置
�

低
所
得
者
対
策

５
�
少
子
化
対
策
等
�
�
妊
婦
健

診
へ
の
財
政
措
置
�
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
�
保
育
対
策
�
放
課
後

児
童
対
策

６
�
雇
用
対
策
�
�
地
域
雇
用
対

策
�
若
年
者
雇
用
対
策
�
「
協
同

組
合
法
（
仮
称
）
」
の
制
定

７
�
社
会
福
祉
施
策
�
�
障
害
者

自
立
支
援
�
生
活
保
護
費
負
担
金

�
年
金
制
度

８
�
環
境
保
全
施
策
�
�
地
球
温

暖
化
対
策
�
廃
棄
物
処
理
対
策
�

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
�
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
�
海
岸
漂
着

物
対
策

９
�
文
教
施
策
�
�
教
育
予
算
�

少
人
数
教
育
の
実
現
�
特
別
支
援

教
育
�
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐

震
化
等
�
教
職
員
人
事
権
等
�
教

育
委
員
会
制
度

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
は

要
望
実
現
に
向
け
、
関
係
方
面
に

対
し
、
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
局
企
画
・
体
育
課
の

長
谷
川
和
弘
・
企
画
官
が
「
中
学

校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
武
道
場

の
整
備
促
進
」
、
厚
生
労
働
省
医

政
局
指
導
課
の
武
田
康
久
・
医
師

確
保
等
地
域
医
療
対
策
室
長
が

「
地
域
医
療
の
現
状
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

【
平
成
２１
年
度
の
委
員
】

▽
委
員
長
�
釧
路
市

▽
副
委
員
長
�
稲
城
市
、
高
梁
市

▽
委
員
�
室
蘭
市
、
八
戸
市
、
南

相
馬
市
、
氷
見
市
、
岡
谷
市
、
潮

来
市
、
八
潮
市
、
船
橋
市
、
伊
勢

市
、
海
津
市
、
大
阪
狭
山
市
、
豊

岡
市
、
海
南
市
、
周
南
市
、
伊
予

市
、
土
佐
清
水
市
、
太
宰
府
市
、

日
置
市
、
南
城
市

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会
は
７
月
２３

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２２
年
度
建
設

運
輸
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
都
市
間
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
推
進
�
�
道
路
整
備
の
促

進
�
新
幹
線
鉄
道
の
整
備
促
進
�

地
域
公
共
交
通
活
性
化
及
び
再
生

の
推
進
�
空
港
整
備
の
推
進
�
港

湾
整
備
等
の
推
進
�
公
共
交
通
の

総
合
的
な
安
全
対
策

２
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
�

下
水
道
整
備
の
推
進
�
都
市
公
園

等
の
整
備
推
進
な
ど

３
�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
�

地
震
・
津
波
対
策
�
治
水
対
策
�

災
害
復
興
支
援

４
�
観
光
立
国
の
推
進
�
�
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
�

観
光
圏
整
備
事
業
補
助
制
度
の
拡

充
�
一
地
域
一
観
光
の
推
進

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
は

要
望
実
現
に
向
け
、
関
係
方
面
に

対
し
、
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局

の
徳
山
日
出
男
・
企
画
課
長
が

「
今
後
の
道
路
行
政
」、
同
省
総
合

政
策
局
の
野
俣
光
孝
・
交
通
計
画

課
長
が
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
・
再
生
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

【
平
成
２１
年
度
の
委
員
】

▽
委
員
長
�
牧
之
原
市

▽
副
委
員
長
�
酒
田
市
、
南
国
市

▽
委
員
�
江
別
市
、
千
歳
市
、
由

利
本
荘
市
、
糸
魚
川
市
、
小
浜
市
、

青
梅
市
、
守
谷
市
、
宇
都
宮
市
、

藤
岡
市
、
豊
川
市
、
泉
南
市
、
宇

治
市
、
た
つ
の
市
、
浜
田
市
、
三

次
市
、
吉
野
川
市
、
豊
前
市
、
武

雄
市
、
佐
伯
市

３
委
員
会
を
開
催

要
望
ま
と
め
実
行
運
動

地 財
建 運
社 文

第１７３２号 平成２１年８月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



山
口
市
・
飯
塚
市
に

１
面
に
続
き
「
市
議
会
議
員
定

数
に
関
す
る
調
査
結
果
」
か
ら
、

定
数
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

７
４
７
市
の
定
数
状
況

【
表
①
】
は
合
併
特
例
法
を
適

用
し
て
い
る
５９
市
を
除
く
７
４
７

市
の
議
員
定
数
の
状
況
を
法
定
上

限
数
別
に
ま
と
め
た
も
の
。

議
員
定
数
を
地
方
自
治
法
第
９１

条
に
よ
る
法
定
上
限
数
と
し
て
い

る
の
は
１
３
５
市
で
７
４
７
市
の

１８
・
１
％
に
あ
た
る
。
前
年
の
調

査
結
果
（
１９
・
３
％
）
と
比
較
す

る
と
１
・
２
ポ
イ
ン
ト

減
。

法
定
上
限
数
を
定
数
と
し
て
い

る
市
が
最
も
多
い
区
分
は
、
法
定

上
限
数
「
３０
人
」
で
５１
市
、
次
い

で
「
２６
人
」
４２
市
、
「
３４
人
」
３０

市
の
順
。
３
つ
の
区
分
に
１
２
３

市
が
集
中
し
て
お
り
、
１
３
５
市

の
９１
％
を
占
め
る
。

一
方
、
議
員
定
数
を
減
員
し
て

法
定
上
限
数
未
満
に
し
て
い
る
の

は
６
１
２
市
で
７
４
７
市
の
８１
・

９
％
に
あ
た
る
。
前
年
と
比
較
す

る
と
、
減
員
市
率
（
前
年
８０
・
７

％
）
は
１
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
。
ま
た
、
法

定
上
限
数
「
７２
人
」
「
８０
人
」
「
８８

人
」
「
９６
人
」
の
区
分
で
は
、
全

て
の
市
が
減
員
し
て
い
る
。

法
定
上
限
数
に
占
め
る
減
員
数

の
割
合
（
減
員
率
）
が
最
も
高
い

の
は
、
「
２６
人
」
の
区
分
で
２０
・

７
％
、
次
い
で
「
３０
人
」
１９
・
６

％
、
「
３４
人
」
１５
・
９
％
の
順
。

一
方
、
減
員
率
が
最
も
低
い
法

定
数
区
分
は
「
６４
人
」
の
６０
％
、

次
い
で
「
３４
人
」
の
７７
・
８
％
、

「
３０
人
」
の
８０
・
８
％
の
順
。

調
査
で
は
、
法
定
上
限
数
を
議

員
定
数
と
し
て
い
る
市
は
小
都
市

に
多
い
が
、
定
数
を
減
員
し
て
い

る
人
数
の
割
合
が
高
い
の
も
小
都

市
に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

６
１
２
市
の
減
員
状
況

【
表
②
】
は
、
議
員
定
数
を
減

員
し
て
法
定
上
限
数
未
満
に
し
て

い
る
６
１
２
市
を
法
定
上
限
数
別

に
ま
と
め
た
も
の
。

法
定
上
限
数
か
ら
何
人
減
員
し

て
い
る
か
を
み
る
と
、
６
人
減
員

し
て
い
る
市
が
最
も
多
く
１
２
１

市
、次
い
で
８
人
の
９６
市
、１０
人
の

８８
市
、４
人
の
８６
市
な
ど
の
順
。

ま
た
、
最
大
の
減
員
数
は
１７
人

で
２
市
が
実
施
。
そ
の
う
ち
の
１

市
は
法
定
上
限
数
が「
２６
人
」で
、

６５
％
も
減
員
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
同
じ
く
１７
人
減
員
し
て
い
る

の
は
「
３４
人
」
の
区
分
で
１
市
が

実
施
、
５０
％
の
減
員
と
な
る
。
次

い
で
１６
人
減
員
し
て
い
る
の
が
３

市
で
、
法
定
上
限
数
「
２６
人
」
の

区
分
で
２
市
（
６１
・
５
％
減
）、

「
５６
人
」
の
区
分
で
１
市
（
２８
・

６
％
減
）
が
実
施
。
１５
人
減
員
し

て
い
る
の
は
法
定
上
限
数
「
３０

人
」
の
区
分
の
３
市
（
５０
・
０
％

減
）
な
ど
の
順
と
な
っ
た
。

減
員
し
て
い
る
市
の
数
が
最
も

多
い
法
定
数
区
分
は
「
３０
人
」
で

２
１
５
市
、
次
い
で
「
２６
人
」
で

１
９
４
市
が
実
施
。
こ
の
２
つ
の

区
分
で
減
員
総
数
（
４
１
８
４

人
）
の
７
割
近
く
（
２
８
３
６
人
）

を
占
め
て
い
る
。

（
議
員
報
酬
は
次
号
に
掲
載
予
定
）

災災
害害
救救
助助
法法
がが
適適
用用

７
月
１９
日
か
ら
２１
日
に
か
け
、

梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
た
影
響
に

よ
り
豪
雨
災
害
が
発
生
。
山
口
県

山
口
市
の
住
民
が
大
き
な
被
害
を

受
け
、
継
続
的
に
避
難
を
要
す
る

状
況
に
陥
っ
た
。

ま
た
、
２４
日
か
ら
２６
日
に
か
け

再
度
、
梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
た

た
め
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
福
岡

県
飯
塚
市
の
住
民
に
対
し
多
大
な

被
害
を
与
え
た
。

こ
の
た
め
、
山
口
県
は
山
口
市

に
対
し
７
月
２１
日
、
福
岡
県
は
飯

塚
市
に
対
し
７
月
２４
日
、
そ
れ
ぞ

れ
災
害
救
助
法
を
適
用
し
た
。

【表�】法定上限数別に見た市議会議員定数の減員状況（調査対象：「６１２市」）
合 計

１９４

１，２６９

２１５

１，５６７

１０５

７３２

３４

１８７

３８

２３３

１５

１１３

３

２３

４

２４

１

１２

１

１３

２

１１

６１２

４，１８４

１７人

１

１７

０

１

１７

０

０

０

０

０

０

０

０

２

３４

１６人

２

３２

０

０

０

０

１

１６

０

０

０

０

０

３

４８

１５人

０

３

４５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

４５

１４人

１

１４

４

５６

５

７０

０

１

１４

０

０

０

０

０

０

１１

１５４

１３人

０

２

２６

２

２６

０

０

０

０

０

０

１

１３

０

５

６５

１２人

４

４８

１７

２０４

４

４８

２

２４

１

１２

１

１２

０

０

１

１２

０

０

３０

３６０

１１人

６

６６

０

０

０

０

１

１１

０

０

０

０

０

７

７７

１０人

２７

２７０

２８

２８０

２０

２００

２

２０

８

８０

２

２０

１

１０

０

０

０

０

８８

８８０

９人

８

７２

１２

１０８

２

１８

１

９

０

０

１

９

２

１８

０

０

０

２６

２３４

８人

３６

２８８

４１

３２８

１１

８８

６

４８

１

８

１

８

０

０

０

０

０

９６

７６８

７人

１０

７０

７

４９

５

３５

１

７

１

７

０

０

０

０

０

１

７

２５

１７５

６人

２６

１５６

５３

３１８

１９

１１４

５

３０

１２

７２

６

３６

０

０

０

０

０

１２１

７２６

５人

１０

５０

３

１５

１

５

２

１０

１

５

０

０

０

０

０

０

１７

８５

４人

２９

１１６

２３

９２

２１

８４

４

１６

５

２０

２

８

１

４

０

０

０

１

４

８６

３４４

３人

５

１５

３

９

１

３

１

３

１

３

０

０

２

６

０

０

０

１３

３９

２人

２６

５２

１８

３６

１１

２２

１０

２０

５

１０

１

２

０

０

０

０

０

７１

１４２

１人

３

３

１

１

２

２

０

２

２

０

０

０

０

０

０

８

８

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

減員市数

減員数

２６人

３０人

３４人

３８人

４６人

５６人

６４人

７２人

８０人

８８人

９６人

総計

議
員
定
数
の
減
員
状
況

本
会
の
定
数
調
査
結
果
か
ら

【表�】法定上限数別にみた市議会議員定数の状況（調査対象：「７４７市」）
減員市率

（ｂ）／（ｃ）

（％）

８２．２

８０．８

７７．８

８７．２

９０．５

９３．８

６０．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

（％）

８１．９

減員率

（Ｈ）／（Ｆ）

（％）

２０．７

１９．６

１５．９

１２．６

１２．１

１２．６

７．２

８．３

１５．０

１４．８

５．７

（％）

１７．４

減員数
合 計

（Ｆ）－（Ｇ）
（Ｈ）

（人）

１，２６９

１，５６７

７３２

１８７

２３３

１１３

２３

２４

１２

１３

１１

（人）

４，１８４

条例定数
合計

（Ｂ）＋（Ｄ）
（Ｇ）

（人）

４，８６７

６，４１３

３，８５８

１，２９５

１，６９９

７８３

２９７

２６４

６８

７５

１８１

（人）

１９，８００

法定上限数
合計

（Ａ）＋（Ｃ）
（Ｆ）

（人）

６，１３６

７，９８０

４，５９０

１，４８２

１，９３２

８９６

３２０

２８８

８０

８８

１９２

（人）

２３，９８４

市数
合計

（ａ）＋（ｂ）
（ｃ）

（市）

２３６

２６６

１３５

３９

４２

１６

５

４

１

１

２

（市）

７４７

法定上限数未満を議員定数としている市

減員数
（Ｃ）－（Ｄ）
（Ｅ）

（人）

１，２６９

１，５６７

７３２

１８７

２３３

１１３

２３

２４

１２

１３

１１

（人）

４，１８４

条例定数

（Ｄ）

（人）

３，７７５

４，８８３

２，８３８

１，１０５

１，５１５

７２７

１６９

２６４

６８

７５

１８１

（人）

１５，６００

法定上限数

（Ｃ）

（人）

５，０４４

６，４５０

３，５７０

１，２９２

１，７４８

８４０

１９２

２８８

８０

８８

１９２

（人）

１９，７８４

市数

（ｂ）

（市）

１９４

２１５

１０５

３４

３８

１５

３

４

１

１

２

（市）

６１２

法定上限数を議員定数としている市

条例定数

（Ｂ）

（人）

１，０９２

１，５３０

１，０２０

１９０

１８４

５６

１２８

０

０

０

０

（人）

４，２００

法定上限数

（Ａ）

（人）

１，０９２

１，５３０

１，０２０

１９０

１８４

５６

１２８

０

０

０

０

（人）

４，２００

市数

（ａ）

（市）

４２

５１

３０

５

４

１

２

０

０

０

０

（市）

１３５

区分

法定上限数

２６人

３０人

３４人

３８人

４６人

５６人

６４人

７２人

８０人

８８人

９６人

合計
２０年・７４７市

（３） 平成２１年８月５日 第１７３２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
清
須

�
山
萬
三（
５
・
１
）

▽
宍
粟

岡
田
初
雄（
５
・
２２
）

▽
市
川

竹
内
清
海（
６
・
５
）

▽
木
更
津

荻
野
一
男（
６
・
５
）

▽
吉
野
川

福
岡

正（
６
・
５
）

▽
つ
が
る

今

彰
造（
６
・
８
）

▽
柏
崎

斎
木
裕
司（
６
・
８
）

▽
敦
賀

岡
本
正
治（
６
・
８
）

▽
水
戸

袴
塚
孝
雄（
６
・
８
）

▽
沼
津

山
崎

篤（
６
・
８
）

▽
芦
屋

都
筑
省
三（
６
・
８
）

▽
網
走

奥
出
宣
勝（
６
・
９
）

▽
盛
岡

佐
藤
栄
一（
６
・
９
）

▽
仙
台

野
田

譲（
６
・
９
）

▽
福
井

松
山
俊
弘（
６
・
９
）

▽
小
平

永
田
政
弘（
６
・
９
）

▽
坂
東

渡
辺

昇（
６
・
９
）

▽
所
沢

秋
田

孝（
６
・
９
）

▽
島
田

冨
澤
保
宏（
６
・
９
）

▽
姫
路

松
田
貞
夫（
６
・
９
）

▽
高
砂

生
嶋
洋
一（
６
・
９
）

▽
久
留
米

栗
原
伸
夫（
６
・
９
）

▽
対
馬

作
元
義
文（
６
・
９
）

▽
江
別

坂
下
博
幸（
６
・
１０
）

▽
筑
西

榎
戸
甲
子
夫（
６
・
１０
）

▽
熊
谷

松
岡
兵
衛（
６
・
１０
）

▽
多
賀
城

石
橋
源
一（
６
・
１１
）

▽
金
沢

高
村
佳
伸（
６
・
１１
）

▽
小
松
島
出
口
憲
二
郎（
６
・
１１
）

▼
副
議
長

▽
杵
築

渡
辺
雄
爾（
４
・
２８
）

▽
清
須

根
本
憲
生（
５
・
１
）

▽
伊
万
里

内
山
泰
宏（
５
・
１１
）

▽
宇
佐

筌
口

孝（
５
・
１１
）

▽
宇
陀

多
田
與
四
朗（
５
・
２０
）

▽
宍
粟

小
林
健
志（
５
・
２２
）

▽
市
川

戸
村
節
子（
６
・
５
）

▽
木
更
津

岡
田
壽
彦（
６
・
５
）

▽
吉
野
川

山
下

智（
６
・
５
）

▽
つ
が
る

山
谷

仁（
６
・
８
）

▽
柏
崎

飯
塚
寿
之（
６
・
８
）

▽
敦
賀

高
野
新
一（
６
・
８
）

▽
水
戸

雨
谷
精
一（
６
・
８
）

▽
川
口

大
関
修
克（
６
・
８
）

▽
銚
子

秋
元
賢
二（
６
・
８
）

▽
沼
津

井
口
哲
男（
６
・
８
）

▽
芦
屋

帰
山
和
也（
６
・
８
）

▽
網
走

岡
本
俊
行（
６
・
９
）

▽
盛
岡

佐
藤
妙
子（
６
・
９
）

▽
仙
台

渡
辺
公
一（
６
・
９
）

▽
福
井

谷
出
共
栄（
６
・
９
）

▽
坂
東

岩
本
静
江（
６
・
９
）

▽
所
沢

谷
口
桂
子（
６
・
９
）

▽
島
田

平
松
吉
祝（
６
・
９
）

▽
姫
路

八
木
隆
次
郎（
６
・
９
）

▽
久
留
米

原
口
新
五（
６
・
９
）

▽
対
馬

島
居
邦
嗣（
６
・
９
）

▽
稚
内

岡
本
雄
輔（
６
・
１０
）

▽
江
別

尾
田
善
靖（
６
・
１０
）

▽
筑
西

水
越
照
子（
６
・
１０
）

▽
熊
谷

杉
田
芳
雄（
６
・
１０
）

▽
金
沢

田
中
展
郎（
６
・
１１
）

▽
小
松
島

�
木
幸
次（
６
・
１１
）

▼
事
務
局
長

▽
稚
内

関
根
井
憲
吾（
４
・
１
）

▽
千
歳

山
口
頼
彦（
４
・
１
）

▽
あ
わ
ら

柴
田

昇（
４
・
１
）

▽
伊
勢

森

裕
幸（
４
・
１
）

▽
藤
井
寺

山
田
正
俊（
４
・
１
）

▽
泉
南

西
本

治（
４
・
１
）

▽
阪
南

白
井
雄
三（
４
・
１
）

▽
甲
賀

福
井

誠（
４
・
１
）

▽
高
島

廣
瀬
政
史（
４
・
１
）

▽
東
近
江

森

基
一（
４
・
１
）

▽
葛
城

福
井
良
祝（
４
・
１
）

▽
宇
陀

山
本
栄
次（
４
・
１
）

▽
海
南

寺
本
順
一（
４
・
１
）

▽
筑
後

永
延
喜
男（
４
・
１
）

▽
行
橋

中
野
悦
年（
４
・
１
）

▽
春
日

重
松
洋
一（
４
・
１
）

▽
太
宰
府

松
島
健
二（
４
・
１
）

▽
み
や
ま

金
子
志
郎（
４
・
１
）

▽
佐
賀

吉
末
隆
行（
４
・
１
）

▽
唐
津

前
田
幸
雄（
４
・
１
）

▽
鹿
島

澤
野
政
信（
４
・
１
）

▽
伊
万
里

原
口
源
嗣（
４
・
１
）

▽
嬉
野

江
口
幸
一
郎（
４
・
１
）

▽
神
埼

舩
津
松
平（
４
・
１
）

▽
五
島

赤
瀬

博（
４
・
１
）

▽
雲
仙

力
野
和
久（
４
・
１
）

▽
南
島
原

上
田
雅
英（
４
・
１
）

▽
熊
本

中
島
博
幸（
４
・
１
）

▽
玉
名

田
中

等（
４
・
１
）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
浦
日
出
男
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
７
月
２１
日
、
第

７１
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
基
地

対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
」
を
ま
と
め
た
。

今
回
の
要
望
の
焦
点
と
な
っ
て

い
る
の
が
「
国
有
提
供
施
設
等
所

在
市
町
村
助
成
交
付
金
（
基
地
交

付
金
）」「
施
設
等
所
在
市
町
村
調

整
交
付
金
（
調
整
交
付
金
）」
の

取
り
扱
い
。
両
交
付
金
は
、
固
定

資
産
税
評
価
替
え
の
翌
年
度
に
、

こ
れ
ま
で
増
額
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。

自
衛
隊
や
米
軍
の
施
設
に
対
し

法
制
度
上
、
固
定
資
産
税
を
賦
課

で
き
な
い
関
係
市
町
村
に
と
っ

て
、
歳
入
面
で
両
交
付
金
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
両
交
付
金
の

位
置
付
け
が
、
同
税
の
代
替
的
性

格
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
だ
。

し
か
し
な
が
ら
両
交
付
金
の
額

は
、
本
来
な
ら
税
収
と
な
る
べ
き

固
定
資
産
税
の
全
額
を
カ
バ
ー
す

る
に
は
満
た
な
い
。
基
地
関
係
施

設
が
所
在
す
る
こ
と
で
、
行
財
政

運
営
に
支
障
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
関
係
市
町
村
に
と
っ
て
、
両
交

付
金
が
増
額
さ
れ
る
か
否
か
は
自

治
体
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
。

本
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
固

定
資
産
税
評
価
替
え
の
年
度
に
該

当
す
る
。
そ
こ
で
両
交
付
金
の
増

額
を
軸
に
ま
と
め
た
要
望
事
項
の

実
現
に
向
け
理
事
会
終
了
後
、
同

協
議
会
で
は
正
副
会
長
ら
に
よ
る

実
行
運
動
班
を
編
成
し
、
浜
田
靖

一
・
防
衛
相
を
は
じ
め
関
係
各
方

面
に
対
し
配
慮
を
求
め
た
。

佐
藤
勉
・
総
務
相
は
７
月

２８
日
、
平
成
２１
年
度
普
通
交

付
税
大
綱
を
閣
議
報
告
し
た
。

普
通
交
付
税
の
総
額
は
、

対
前
年
度
比
２
・
７
％
増
の

１４
兆
８
７
１
０
億
円
。
内
訳

は
、
道
府
県
分
が
対
前
年
度

比
０
・
８
％
増
の
８
兆
６
２

３
億
円
、
市
町
村
分
が
５
・

１
％
増
の
６
兆
８
０
８
７
億

円
と
な
っ
た
。

２１
年
度
の
交
付
団
体
数

は
、
道
府
県
が
４６
団
体
（
２０

年
度
�
４５
団
体
）、市
町
村
が

１
６
２
６
団
体
（
同
�
１
６

１
１
団
体
）。
一
方
、
不
交
付

団
体
数
は
、
道
府
県
が
１
団

体（
同
�
２
団
体
）、
市
町
村

が
１
５
１
団
体
（
同
�
１
７

７
団
体
）。
金
融
危
機
に
伴

う
税
収
減
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、交
付
団
体
が
増
加
し
た
。

新
た
に
２１
年
度
か
ら
交
付

団
体
と
な
っ
た
市
は
▽
土
浦

市
▽
取
手
市
▽
真
岡
市
▽
佐

倉
市
▽
柏
市
▽
青
梅
市
▽
秦

野
市
▽
大
垣
市
▽
各
務
原
市

▽
熱
海
市
▽
三
島
市
▽
磐
田

市
▽
掛
川
市
▽
犬
山
市
▽
尾

張
旭
市
▽
豊
明
市
▽
鈴
鹿
市

▽
高
砂
市
―
―
の
１８
市
と
な

っ
た
。

普普通通交交付付税税大大綱綱ままととままるる

議議
会会
人人
事事

基基
地地
・・
調調
整整
交交
付付
金金
増増
額額
をを

基
地
協
が
要
望
ま
と
め
実
行
運
動

浜
田
靖
一
・
防
衛
相
（
右
）

と
面
談
す
る
実
行
運
動
班
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